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す
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若
い
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躍
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い

世
代
の
価
値
観
を

世
代
の
価
値
観
を

探
る
探
る

　
資
本
主
義
で
競
争
・
お
金

（
損
得
感
情
）
を
超
え
る
ヒ

ン
ト
を
、
日
本
人
選
手
た
ち

の
活
躍
か
ら
考
察
す
る
。
注

目
す
る
の
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平
、
将
棋

の
藤
井
聡
太
、
そ
し
て
パ
リ

五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
ブ
レ
イ
キ
ン
の
湯
浅
亜
実

の
３
人
だ
。
彼
ら
に
共
通
す

る
の
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
能
力
、
競
技
を
楽
し
む
姿

勢
、
謙
虚
さ
、
そ
し
て
チ
ー

ム
へ
の
貢
献
だ
。

　
ま
ず
、
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
の

活
用
。
大
谷
翔
平
は
自
ら
の

ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
デ
ー
タ
を
徹
底
的
に
分

析
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
に
役
立
て
て
い
る
。
藤
井

聡
太
も
Ａ
Ｉ
将
棋
を
使
っ
て

対
局
の
局
面
を
研
究
し
、
独

自
の
戦
略
を
練
り
上
げ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
確
か

つ
効
率
的
な
プ
レ
ー
が
実
現

さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
競
技
を
楽
し
む
姿

勢
。
３
人
と
も
、
勝
敗
だ
け

に
と
ら
わ
れ
ず
、
競
技
そ
の

も
の
を
楽
し
む
姿
勢
が
見
ら

れ
る
。
湯
浅
亜
実
は
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
創
造
性
を
最
大

限
に
楽
し
む
こ
と
で
、
他
者

と
の
差
別
化
を
図
り
、
優
れ

た
結
果
を
生
み
出
す
。
こ
の

「
楽
し
む
」
精
神
が
、
ス
ト

レ
ス
の
か
か
る
状
況
で
も
高

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
謙
虚
さ
と
自
己

向
上
心
も
特
徴
的
。
大
谷
翔

平
や
藤
井
聡
太
、
湯
浅
亜
実

は
す
で
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
活
躍
し
て
い
る
が
、
自

分
の
能
力
に
満
足
せ
ず
、
常

に
改
善
を
目
指
し
続
け
る
。

彼
ら
は
成
功
し
て
も
過
信
せ

ず
、
さ
ら
な
る
成
長
を
追
い

求
め
、
そ
の
謙
虚
さ
が
結
果

に
結
び
付
く
。

　
最
後
に
、
チ
ー
ム
や
仲
間

と
の
協
力
を
重
視
す
る
姿

勢
。
彼
ら
は
個
人
の
成
功
だ

け
で
な
く
、
仲
間
と
の
協
力

や
チ
ー
ム
全
体
の
成
果
を
大

切
に
す
る
。
藤
井
聡
太
は
ラ

イ
バ
ル
と
の
対
局
を
通
じ
て

自
己
を
磨
き
、
大
谷
翔
平
は

チ
ー
ム
に
対
し
て
も
貢
献
す

る
こ
と
を
意
識
す
る
。
こ
の

よ
う
な
協
力
や
高
め
合
い
の

精
神
が
、
個
人
の
成
功
だ
け

で
な
く
、
チ
ー
ム
・
業
界
全

体
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
。
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大
活
躍
す
る
日
本
人
選
手

の
特
徴
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と

は
、
共
有
（
シ
ェ
ア
）
・
共

創
（
コ
ラ
ボ
）
・
共
同
体

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
で
、
日

本
企
業
が
成
功
す
る
た
め
の

鍵
と
な
る
。

　
ま
ず
、
共
有
（
シ
ェ
ア
）

は
デ
ー
タ
や
知
識
の
オ
ー
プ

ン
な
共
有
を
指
し
、
選
手
た

ち
が
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向

上
さ
せ
る
よ
う
に
、
企
業
も

デ
ー
タ
の
共
有
を
通
じ
て
効

率
性
と
競
争
力
を
高
め
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
企
業
内
外

で
情
報
や
知
識
を
積
極
的
に

共
有
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
改
善
点
が
見
つ

か
る
。

　
次
に
、
共
創
（
コ
ラ
ボ
）

に
つ
い
て
、
競
技
を
楽
し
み

な
が
ら
も
切
磋
琢
磨
す
る
選

手
た
ち
の
姿
勢
は
、
企
業
が

他
社
や
異
な
る
業
界
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
通

じ
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
単
独
で
は
実
現

で
き
な
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス

の
革
新
が
可
能
と
な
り
、
業

界
を
底
上
げ
・
発
展
さ
せ

る
。

　
最
後
に
、
共
同
体
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
）
の
形
成
が
重
要

で
あ
る
。
選
手
た
ち
が
仲
間

や
チ
ー
ム
と
の
協
力
を
大
切

に
す
る
よ
う
に
、
企
業
も
社

内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
強
固
な
信

頼
関
係
を
築
き
、
持
続
可
能

な
成
長
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
は
、
組
織
全
体
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
つ
な

が
る
。
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Ｏ
Ｃ
Ｒ
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こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
日
本
企

業
も
変
化
の
激
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

実
際
に
、
弊
社
で
は
保
険
業

界
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
行
い
、
給
付
金
支
払

い
の
エ
コ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
実
現
し
た
。
診
療
明
細

の
紙
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ

Ｒ
の
基
盤
を
共
有
（
シ
ェ

ア
）
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
―

Ｏ
Ｃ
Ｒ
・
医
療
デ
ー
タ
・
ル

ー
ル
エ
ン
ジ
ン
を
提
供
す
る

会
社
が
共
創
で
よ
り
高
度
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
。

ま
た
、
保
険
会
社
が
お
互
い

の
業
務
の
知
見
を
生
か
し

て
、
ウ
ェ
ブ
査
定
・
自
動
査

定
率
の
向
上
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の

Ｉ
Ｔ
基
盤
を
低
コ
ス
ト
で
共

同
利
用
で
き
る
共
同
体
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
形
成
し

た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
４
年

７
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
知
見

を
他
の
保
険
会
社
に
も
共
有

す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
情
報

交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
次
号
以
降
で
は
、
共
有
、

共
創
、
共
同
体
の
先
行
事
例

を
紹
介
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る

発
展
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

【
畔
柳
主
税
（
あ
ぜ
や
な
ぎ

・
ち
か
ら
）
氏
の
プ
ロ
フ
ィ

ル
】

　
静
岡
県
富
士
市
生
ま
れ
・

東
工
大
卒
。
石
油
会
社
の
Ｉ

Ｔ
部
門
か
ら
２
０
０
８
年
よ

り
保
険
業
界
向
け
の
Ｉ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｄ
Ｘ
の
企

画
・
営
業
に
携
わ
る
。
持
ち

味
は
企
業
コ
ラ
ボ
。

生命保険給付金支払いプラットフォームについてのセミナー

大
谷
翔
平
、藤
井
聡
太
、湯
浅
亜
実
の
活
躍
か
ら
学
ぶ

　
近
年
、
資
本
主
義
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
若
い
世
代
の
価
値
観
が
変
化

し
て
い
る
。
従
来
の
資
本
主
義
は
競
争
や
利
益
追
求
が
中
心
だ
っ
た
が
、
若
者
は
助

け
合
い
や
社
会
貢
献
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
環
境
問

題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
共
有
、
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
重
視
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
若
者
は
持
続
可
能
な
経
済
を
求
め
、

脱
成
長
経
済
や
共
同
体
ベ
ー
ス
の
経
済
な
ど
、
新
し
い
経
済
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
資
本
主
義
の
限
界
に
対
す
る
自
然
な
反
応
と
言
え
る
。
第

４
弾
と
な
る
イ
ン
シ
ュ
ア
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
「
ポ
ス
ト
資
本
主
義
・

Ａ
Ｉ
時
代
に
残
る
仕
事
」
と
題
し
、
新
た
な
時
代
で
保
険
業
界
の
進
む
べ
き
方
向
を

探
っ
て
い
く
。

ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）フ
ェ
ロ
ー

保
険
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｄ
Ｘ
担
当
　
畔
柳 

主
税

ポスト資本主義・AI時代
に残る仕事①
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